
(57)【要約】
【課題】高オクタン価基材として重質な接触改質ガソリンを用いつつも、エンジン内部の
清浄性に優れた無鉛高オクタン価ガソリンを提供すること。
【解決手段】一定の性状の重質直留ナフサを脱硫処理することによって得られた、一定の
性状の脱硫重質ナフサ留分を接触改質処理して得られる、一定の式で示される多環芳香族
分指数 Yが 20以下の接触改質ガソリンから得られたガソリン基材を 2～ 60容量％、エタノー
ル（ EtOH）を１～１５容量％配合し、一定のリサーチ法オクタン価、モーター法オクタン
価、 50容量％留出温度、 90容量％留出温度、リード蒸気圧を有し、清浄剤を 50～ 1000質量
ppm含有する無鉛高オクタン価ガソリン。
【選択図】なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ９ ０ 容 量 ％ 留 出 温 度 が １ ６ ０ ℃ 以 下 の 重 質 直 留 ナ フ サ を 脱 硫 処 理 す る こ と に よ っ て 得 ら
れ た 、 硫 黄 濃 度 5質 量 ppm以 下 、 窒 素 濃 度 5質 量 ppm以 下 の 脱 硫 重 質 ナ フ サ 留 分 を 接 触 改 質 処
理 し て 得 ら れ る 、 下 記 式 （ Ｉ ） で 示 さ れ る 多 環 芳 香 族 分 指 数 Yが 20以 下 の 接 触 改 質 ガ ソ リ
ン か ら 得 ら れ た ガ ソ リ ン 基 材 を 2～ 60容 量 ％ 、 エ タ ノ ー ル （ EtOH） を １ ～ １ ５ 容 量 ％ 配 合
し 、 以 下 の １ ） ～ ６ ） に 挙 げ る 性 状 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ
ン 。
Y=(0.002× 3R-A)+(0.01× 4R-A)+(0.07× 5R-A)+(0.2× 6R+-A)… （ Ｉ ）
〔 式 中 、 3R-Aは 3環 芳 香 族 分 量 、 4R-Aは 4環 芳 香 族 分 量 、 5R-Aは 5環 芳 香 族 分 量 、 6R+-Aは 6
環 以 上 の 芳 香 族 分 量 （ 何 れ も ガ ソ リ ン 中 の 含 有 量 で 質 量 ppm） を 示 す 〕
　 １ ） リ サ ー チ 法 オ ク タ ン 価 が 97～ 105、
　 ２ ） モ ー タ ー 法 オ ク タ ン 価 が 85～ 92、
　 ３ ） 50容 量 ％ 留 出 温 度 が 75～ 110℃ 、
　 ４ ） 90容 量 ％ 留 出 温 度 が 180℃ 以 下 、
　 ５ ） リ ー ド 蒸 気 圧 が 45～ 93ｋ Ｐ ａ 、
　 ６ ） 清 浄 剤 を 50～ 1000質 量 ppmの 範 囲 で 含 有 す る
【 請 求 項 ２ 】
　 さ ら に 以 下 の １ ） ～ ７ ） に 挙 げ る 性 状 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 無
鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン 。
　 １ ） 70℃ 留 出 量 が 18～ 40容 量 ％
　 ２ ） 芳 香 族 含 有 量 が 45容 量 ％ 以 下
　 ３ ） オ レ フ ィ ン 分 含 有 量 が 30容 量 ％ 以 下 　
　 ４ ） ベ ン ゼ ン 含 有 量 が 1容 量 ％ 以 下
　 ５ ） 硫 黄 分 含 有 量 が 10質 量 ppm以 下
　 ６ ） 60℃ に お け る 気 液 比 （ Ｖ /Ｌ ） が 30～ 70
　 ７ ） 15℃ に お け る 密 度 が 0.68～ 0.78g/cm 3

【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ガ ソ リ ン 基 材 が 、 前 記 接 触 改 質 ガ ソ リ ン を 脱 ベ ン ゼ ン 処 理 し て 得 ら れ た も の で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 燃 焼 室 内 部 や 吸 気 弁 な ど
エ ン ジ ン 内 の 清 浄 性 に 優 れ 、 排 出 ガ ス 中 の Ｃ Ｏ 、 THCを よ り 低 減 で き る 無 鉛 高 オ ク タ ン 価
ガ ソ リ ン を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 環 境 改 善 の 観 点 か ら 、 自 動 車 等 か ら の 排 出 ガ ス に よ る 環 境 汚 染 が 注 目 さ れ 、 燃 料
面 か ら の 排 出 ガ ス 低 減 に 向 け た 取 り 組 み が 種 々 行 わ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 エ ン ジ ン 排 出
ガ ス 、 あ る い は 、 燃 料 タ ン ク か ら の 蒸 発 ガ ス を 低 減 す る こ と が 有 効 と 考 え ら れ て い る 。
エ ン ジ ン 排 出 ガ ス に は 、 CO、 THC（ Total Hydro Carbon： 炭 化 水 素 ） が 含 ま れ て お り 、 CO
は 人 体 に 僅 か で も 吸 収 さ れ る と ヘ モ グ ロ ビ ン と 結 合 し 赤 血 球 の 酸 素 運 搬 を 阻 害 し 多 大 な 悪
影 響 を 及 ぼ す こ と が 知 ら れ て い る 。 一 方 THC中 の メ タ ン は 地 球 温 暖 化 の 一 因 と 考 え ら れ 、
非 メ タ ン 成 分 は 光 化 学 ス モ ッ グ 発 生 の 一 因 と 考 え ら れ て い る 。 こ の た め 自 動 車 エ ン ジ ン か
ら の 排 出 ガ ス を 低 減 す る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 排 出 ガ ス を 低 減 す る た め に は 、 自 動 車 に 排 気 ガ ス 浄 化 触 媒 シ ス テ ム の 設 置 が 有 効
で あ る こ と が 公 知 と な っ て い る 。 ま た 燃 料 の 硫 黄 分 を 低 減 す る こ と も 、 排 ガ ス 浄 化 触 媒 シ
ス テ ム の 長 寿 命 化 に つ な が り 、 排 出 ガ ス 低 減 に 有 効 で あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 一 方 、 燃
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料 油 の 改 善 に よ り エ ン ジ ン 内 部 を 清 浄 に 保 つ こ と も 排 出 ガ ス 低 減 に 有 効 と 考 え ら れ て い る
。 具 体 的 に は 吸 気 弁 デ ポ ジ ッ ト （ IVD： Intake Valve Deposit） 及 び 燃 焼 室 内 部 デ ポ ジ ッ
ト （ CCD： Combustion Chamber Deposit） を 抑 制 す る こ と が 有 効 と 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 更 に 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン の 製 造 に 当 た っ て 高 オ ク タ ン 価 基 材 と し て 用 い ら れ る 改
質 ガ ソ リ ン に は 、 芳 香 族 成 分 が 多 く 含 ま れ る が 、 芳 香 族 成 分 が 多 く 含 ま れ る と IVDが 増 加
す る 傾 向 を 示 す こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 一 般 的 に 、 こ の IVD
を 減 じ る た め に ポ リ エ ー テ ル ア ミ ン や ポ リ イ ソ ブ テ ン 等 の 清 浄 剤 が 添 加 さ れ る が 、 清 浄 剤
を 加 え る と CCDが 増 加 す る 傾 向 が あ る 。 そ こ で 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の IVD及 び CCDの 両 方 を
抑 制 す る 燃 料 と し て 、 芳 香 族 含 有 量 と ガ ソ リ ン の 蒸 留 性 状 を 規 定 し た も の が 提 案 さ れ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 し か し な が ら 、 こ の 技 術 で は 、 ガ ソ リ ン の 蒸 留 性 状 を 軽
質 に す る た め に 重 質 な 留 分 の 配 合 量 を 少 な く し て い る こ と か ら 、 ガ ソ リ ン 得 率 が 低 下 し て
し ま う と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 ガ ソ リ ン 得 率 の 低 下 を 防 止 す る た め 、 重 質 な 留 分 を 配 合 し な が ら も 吸 気 弁 デ ポ ジ
ッ ト （ IVD(Inlet Valve Deposit)） 及 び 燃 焼 室 内 部 デ ポ ジ ッ ト （ CCD（ Combustion Chambe
r Deposit） ） を 抑 制 し 、 か つ 、 排 出 ガ ス 中 の Ｃ Ｏ 、 THCを よ り 低 減 で き る 無 鉛 高 オ ク タ ン
価 ガ ソ リ ン の 提 供 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 SAE Paper, Society of Automotive Engineers ９ ２ ２ ２ １ ７
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ -２ ０ ４ ３ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 高 オ ク タ ン 価 基 材 と し て 重 質 な 留 分 を 用 い つ つ も 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン
の IVD及 び CCDの 両 方 を 抑 制 で き 、 か つ 、 排 出 ガ ス 中 の Ｃ Ｏ 、 THCを よ り 低 減 で き る 無 鉛 高
オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 者 ら は 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 一 定 性 状 の 脱 硫 重 質 ナ フ サ 留 分 を 用 い て 接 触 改 質
ガ ソ リ ン を 得 、 さ ら に 該 接 触 改 質 ガ ソ リ ン の 多 環 芳 香 族 分 含 有 量 を 一 定 の 範 囲 内 に 定 め 、
か つ 環 数 の 多 い も の ほ ど 含 有 量 を 順 次 低 く 制 限 さ れ る よ う な 性 状 に 調 製 し 、 こ れ に エ タ ノ
ー ル を 配 合 す る こ と に よ り 、 上 記 目 的 が 達 成 で き る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 次 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン を 提 供 す る も の で あ る 。
（ １ ） ９ ０ 容 量 ％ 留 出 温 度 が １ ６ ０ ℃ 以 下 の 重 質 直 留 ナ フ サ を 脱 硫 処 理 す る こ と に よ っ て
得 ら れ た 、 硫 黄 濃 度 5質 量 ppm以 下 、 窒 素 濃 度 5質 量 ppm以 下 の 脱 硫 重 質 ナ フ サ 留 分 を 接 触 改
質 処 理 し て 得 ら れ る 、 下 記 式 （ Ｉ ） で 示 さ れ る 多 環 芳 香 族 分 指 数 Yが 20以 下 の 接 触 改 質 ガ
ソ リ ン か ら 得 ら れ た ガ ソ リ ン 基 材 を 2～ 60容 量 ％ 、 エ タ ノ ー ル （ ETOH） を １ ～ １ ５ 容 量 ％
配 合 し 、 以 下 の １ ） ～ ６ ） に 挙 げ る 性 状 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ
ソ リ ン 。
Y=(0.002× 3R-A)+(0.01× 4R-A)+(0.07× 5R-A)+(0.2× 6R+-A)… （ Ｉ ）
〔 式 中 、 3R-Aは 3環 芳 香 族 分 量 、 4R-Aは 4環 芳 香 族 分 量 、 5R-Aは 5環 芳 香 族 分 量 、 6R+-Aは 6
環 以 上 の 芳 香 族 分 量 （ 何 れ も ガ ソ リ ン 中 の 含 有 量 で 質 量 ppm） を 示 す 〕
　 １ ） リ サ ー チ 法 オ ク タ ン 価 が 97～ 105、
　 ２ ） モ ー タ ー 法 オ ク タ ン 価 が 85～ 92、
　 ３ ） 50容 量 ％ 留 出 温 度 が 75～ 110℃ 、
　 ４ ） 90容 量 ％ 留 出 温 度 が 180℃ 以 下 、
　 ５ ） リ ー ド 蒸 気 圧 が 45～ 93ｋ Ｐ ａ 、
　 ６ ） 清 浄 剤 を 50～ 1000質 量 ppmの 範 囲 で 含 有 す る
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（ ２ ） さ ら に 以 下 の １ ） ～ ７ ） に 挙 げ る 性 状 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） に 記
載 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン 。
　 １ ） 70℃ 留 出 量 が 18～ 40容 量 ％
　 ２ ） 芳 香 族 含 有 量 が 45容 量 ％ 以 下
　 ３ ） オ レ フ ィ ン 分 含 有 量 が 30容 量 ％ 以 下
　 ４ ） ベ ン ゼ ン 含 有 量 が 1容 量 ％ 以 下
　 ５ ） 硫 黄 分 含 有 量 が 10質 量 ppm以 下
　 ６ ） 60℃ に お け る 気 液 比 （ Ｖ /Ｌ ） が 30～ 70
　 ７ ） 15℃ に お け る 密 度 が 0.68～ 0.78g/cm 3

（ ３ ） 前 記 ガ ソ リ ン 基 材 が 、 前 記 接 触 改 質 ガ ソ リ ン を 脱 ベ ン ゼ ン 処 理 し て 得 ら れ た も の で
あ る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン に よ れ ば 、 ガ ソ リ ン を 軽 質 化 す る こ と な く 、 エ ン ジ
ン 内 の 燃 焼 室 内 部 お よ び 吸 気 弁 へ の デ ポ ジ ッ ト 生 成 を 同 時 に 抑 制 し 、 エ ン ジ ン 内 の 清 浄 性
を 向 上 で き る 。 さ ら に 排 出 ガ ス 中 に 含 ま れ る Ｃ Ｏ 、 THCと い っ た 有 害 成 分 量 の 一 層 の 低 減
が 可 能 と な り 、 大 気 環 境 の 保 全 も 図 れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 内 容 を 更 に 詳 し く 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン に 使 用 す る 接 触 改 質 ガ ソ リ ン は 、 常 圧 蒸 留 装 置 に よ
っ て 得 ら れ た ９ ０ 容 量 ％ 留 出 温 度 が １ ６ ０ ℃ 以 下 の 重 質 直 留 ナ フ サ を 脱 硫 処 理 し 、 硫 黄 濃
度 を 5質 量 ppm以 下 、 窒 素 濃 度 を 5質 量 ppm以 下 と し た 後 、 こ の 脱 硫 重 質 ナ フ サ を 接 触 改 質 処
理 し 、 下 記 式 （ Ｉ ） で 示 さ れ る 多 環 芳 香 族 分 指 数 Yを 20以 下 と し た も の で あ る 。
Y=(0.002× 3R-A)+(0.01× 4R-A)+(0.07× 5R-A)+(0.2× 6R+-A)… （ Ｉ ）
〔 式 中 、 3R-Aは 3環 芳 香 族 分 量 、 4R-Aは 4環 芳 香 族 分 量 、 5R-Aは 5環 芳 香 族 分 量 、 6R+-Aは 6
環 以 上 の 芳 香 族 分 量 （ 何 れ も ガ ソ リ ン 中 の 含 有 量 で 質 量 ppm） を 示 す 〕
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 多 環 芳 香 族 分 指 数 の 式 （ Ｉ ） は 、 多 環 芳 香 族 分 の 含 有 量 と エ ン ジ ン 内 の デ ポ ジ ッ ト
量 の 関 係 か ら 求 め ら れ る 実 験 式 で あ り 、 3環 、 4環 、 5環 、 6環 と 多 環 に な る ほ ど 高 い 値 を 示
す 。 こ れ は 排 出 ガ ス 中 の 有 害 成 分 の 増 加 、 及 び エ ン ジ ン 内 の デ ポ ジ ッ ト の 生 成 が 多 環 ほ ど
高 く な る こ と を 示 し て い る 。 接 触 改 質 ガ ソ リ ン に お け る 多 環 芳 香 族 分 指 数 Ｙ は 20以 下 で あ
り 、 好 ま し く は 15以 下 、 さ ら に 好 ま し く は 12以 下 で あ る 。 20以 下 あ れ ば 、 エ ン ジ ン 内 デ ポ
ジ ッ ト の 増 加 、 及 び 排 出 ガ ス 中 の 有 害 成 分 の 増 加 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 上 記 多 環 芳 香 族 分 含 有 量 は 、 以 下 に 示 す ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 法 に よ り 環 数 別 の 定
量 を 行 っ た 値 で あ り 、 定 量 法 は 環 数 別 の 代 表 的 な 標 準 試 料 に よ る 絶 対 検 量 線 法 と し た 。 す
な わ ち 、 カ ラ ム に は 長 さ 30m、 内 径 0.25mmで あ る ジ メ チ ル シ リ コ ン の キ ャ ピ ラ リ ー カ ラ ム
を 用 い 、 検 出 器 は 水 素 イ オ ン 化 検 出 器 （ FID） 、 キ ャ リ ア ガ ス は 流 量 1.3ml/minの ヘ リ ウ ム
、 ス プ リ ッ ト レ ス 注 入 、 注 入 口 温 度 300℃ 、 検 出 器 温 度 350℃ の 条 件 に お い て 、 カ ラ ム 温 度
を 初 期 温 度 50℃ よ り 終 期 温 度 350℃ ま で 昇 温 さ せ て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 で 脱 硫 重 質 ナ フ サ を 得 る た め に 使 用 す る 重 質 直 留 ナ フ サ の 90容 量 ％ 留 出 温 度 範 囲
は 160℃ 以 下 、 好 ま し く は 135～ 160℃ 、 よ り 好 ま し く は 140～ 150℃ で あ る 。 90容 量 ％ 留 出
温 度 を 160℃ 以 下 と す る こ と で 、 接 触 改 質 ガ ソ リ ン の 重 質 化 を 防 止 で き る 。 さ ら に 90容 量
％ 留 出 温 度 範 囲 を 135℃ 以 上 と す る こ と で 、 ベ ン ゼ ン 留 分 を 取 り 除 い た 時 の 接 触 改 質 ガ ソ
リ ン を 高 オ ク タ ン 価 化 で き 、 よ り 好 ま し い 。 な お 、 こ の 蒸 留 性 状 は JIS K 2254に 準 拠 し て
測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 重 質 直 留 ナ フ サ の 脱 硫 処 理 は 、 無 機 担 体 に VI族 、 VIII族 金 属 を 担 持 さ せ た 脱 硫 触

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-246743 A 2007.9.27



媒 の 存 在 下 で 、 反 応 圧 力 が 0.1～ 10MPa、 好 ま し く は 1～ 3MPa、 反 応 温 度 が 200～ 450℃ 、 好
ま し く は 250～ 350℃ 、 液 空 間 速 度 （ LHSV） が 0.1～ 20hr-１ 、 好 ま し く は 0.5～ 10ｈ r-1に て
脱 硫 反 応 を 行 う 。
　 得 ら れ る 脱 硫 重 質 ナ フ サ の 硫 黄 濃 度 は 5質 量 ppm以 下 、 好 ま し く は 1質 量 ppm以 下 、 窒 素 濃
度 は 5質 量 ppm以 下 、 好 ま し く は 1質 量 ppm以 下 で あ る 。 硫 黄 濃 度 、 窒 素 濃 度 が そ れ ぞ れ 5質
量 ppm以 下 で あ れ ば 、 接 触 改 質 触 媒 の 活 性 の 失 活 を 防 止 で き る 。 な お 、 硫 黄 濃 度 は 、 JIS K
2541微 量 電 量 滴 定 式 酸 化 法 に 準 拠 し 、 窒 素 濃 度 は JIS K2609化 学 発 光 法 に 準 拠 し て 測 定 し
た 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 脱 硫 重 質 ナ フ サ の 接 触 改 質 処 理 は 、 各 種 の 接 触 改 質 法 （ プ ラ ッ ト フ ォ ー ミ ン グ 法 、 マ グ
ナ フ ォ ー ミ ン グ 法 、 ア ロ マ イ ジ ン グ 法 、 レ ニ フ ォ ー ミ ン グ 法 、 フ ー ド リ フ ォ ー ミ ン グ 法 、
ウ ル ト ラ フ ォ ー ミ ン グ 法 、 パ ワ ー フ ォ ー ミ ン グ 法 等 ） に よ り 、 脱 硫 重 質 ナ フ サ を 水 素 気 流
中 に て 高 温 ・ 加 圧 下 で 触 媒 （ 例 え ば 、 ア ル ミ ナ 担 体 に 白 金 や ロ ジ ウ ム と 塩 素 と を 担 持 し た
も の 等 ） と 接 触 処 理 さ せ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン は 、 上 記 脱 硫 重 質 ナ フ サ の 接 触 改 質 処 理 に よ り 得 ら
れ た 接 触 改 質 ガ ソ リ ン を 基 材 と し て 用 い て 製 造 さ れ る 。 製 造 方 法 は 、 特 に 制 限 さ れ な い が
、 一 般 に 、 次 の 各 種 留 分 を 用 い て 製 造 す る こ と が で き る 。 す な わ ち ；
（ ａ ） 上 記 接 触 改 質 ガ ソ リ ン か ら ベ ン ゼ ン 留 分 を 蒸 留 に よ り 取 り 除 い た 脱 ベ ン ゼ ン 接 触 改
質 ガ ソ リ ン 、
（ ｂ ） 上 記 接 触 改 質 ガ ソ リ ン を 蒸 留 に よ り 、 軽 質 留 分 、 ベ ン ゼ ン 留 分 、 重 質 留 分 に 分 け た
内 の 軽 質 留 分 （ 脱 ベ ン ゼ ン 軽 質 接 触 改 質 ガ ソ リ ン ） 及 び 重 質 留 分 （ 脱 ベ ン ゼ ン 重 質 接 触 改
質 ガ ソ リ ン ） 、
（ ｃ ） 上 記 接 触 改 質 ガ ソ リ ン を 蒸 留 も し く は 抽 出 す る こ と に よ り 得 ら れ た 、 ト ル エ ン ま た
は 炭 素 数 ９ 以 上 の 芳 香 族 を 主 体 と す る 芳 香 族 主 体 接 触 改 質 ガ ソ リ ン
（ ｄ ） 灯 ・ 軽 油 か ら 常 圧 残 油 に 至 る 石 油 留 分 、 好 ま し く は 重 質 軽 油 や 減 圧 軽 油 を 、 従 来 か
ら 知 ら れ て い る 接 触 分 解 法 、 特 に 流 動 接 触 分 解 法 （ UOP法 、 シ ェ ル 二 段 式 法 、 フ レ キ シ ク
ラ ッ キ ン グ 法 、 ウ ル ト ラ オ ル ソ フ ロ ー 法 、 テ キ サ コ 法 、 ガ ル フ 法 、 ウ ル ト ラ キ ャ ッ ト ク ラ
ッ キ ン グ 法 、 RCC法 、 HOC法 等 ） に よ り 、 固 体 酸 触 媒 （ 例 え ば 、 シ リ カ ・ ア ル ミ ナ に ゼ オ ラ
イ ト を 配 合 し た も の 等 ） で 分 解 し て 得 ら れ た 接 触 分 解 ガ ソ リ ン を 蒸 留 し て 得 ら れ る 軽 質 接
触 分 解 ガ ソ リ ン 、
（ ｅ ） イ ソ ブ タ ン と 低 級 オ レ フ ィ ン （ ブ テ ン 、 プ ロ ピ レ ン 等 ） を 原 料 と し て 、 酸 触 媒 （ 硫
酸 、 フ ッ 化 水 素 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム 等 ） の 存 在 下 で 反 応 さ せ て 得 ら れ る ア ル キ レ ー ト 、
（ ｆ ） 原 油 や 粗 油 等 の 常 圧 蒸 留 時 、 改 質 ガ ソ リ ン 製 造 時 、 あ る い は 分 解 ガ ソ リ ン 製 造 時 等
に 蒸 留 し て 得 ら れ る ブ タ ン 、 ブ テ ン 類 を 主 成 分 と し た Ｃ ４ 留 分 、
（ ｇ ） 直 鎖 の 低 級 パ ラ フ ィ ン 系 炭 化 水 素 の 異 性 化 に よ っ て 得 ら れ る ア イ ソ メ レ ー ト 、 ま た
は ア イ ソ メ レ ー ト を 精 密 蒸 留 し て 得 ら れ る イ ソ ペ ン タ ン 、
等 の 各 種 留 分 を ガ ソ リ ン 基 材 と し て 用 い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン は さ ら に 、 エ タ ノ ー ル （ EtOH） を 含 有 す る 。 エ タ ノ
ー ル （ EtOH） は 、 純 度 が ９ ２ ． ０ 容 量 ％ 以 上 で あ っ て 、 好 ま し く は ９ ５ ． ０ 容 量 ％ 以 上 、
更 に 好 ま し く は ９ ９ ． ５ 容 量 ％ 以 上 で あ る 。 エ タ ノ ー ル の 製 造 方 法 は 特 に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 一 般 的 に 製 造 さ れ る 全 て の エ タ ノ ー ル が 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の よ う な 各 種 留 分 を 適 宜 選 択 し て 用 い て 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン を 製 造
す る 具 体 例 と し て 次 の 例 が 挙 げ ら れ る 。 す な わ ち ；
（ ａ ’ ） リ サ ー チ 法 オ ク タ ン 価 が 100以 上 、 モ ー タ ー 法 オ ク タ ン 価 が 88以 上 、 リ ー ド 蒸 気
圧 が 28kPa以 上 、 沸 点 範 囲 が 30～ 215℃ の 脱 ベ ン ゼ ン 接 触 改 質 ガ ソ リ ン を 2～ 60容 量 ％ 、 ま
た は
（ ｂ ’ ） ｉ )リ サ ー チ 法 オ ク タ ン 価 が 78以 上 、 モ ー タ ー 法 オ ク タ ン 価 が 70以 上 、 リ ー ド 蒸
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気 圧 が 85ｋ Ｐ ａ 以 上 、 沸 点 範 囲 が 26～ 80℃ の 脱 ベ ン ゼ ン 軽 質 接 触 改 質 ガ ソ リ ン を 0～ 15容
量 ％ 、 及 び
ｉ ｉ )　 リ サ ー チ 法 オ ク タ ン 価 が 101以 上 、 モ ー タ ー 法 オ ク タ ン 価 が 89以 上 、 リ ー ド 蒸 気 圧
が 3ｋ Ｐ ａ 以 上 、 沸 点 範 囲 が 90～ 215℃ の 脱 ベ ン ゼ ン 重 質 接 触 改 質 ガ ソ リ ン を 2～ 50容 量 ％
、 ま た は
（ ｃ ’ ） 上 記 接 触 改 質 ガ ソ リ ン ま た は 脱 ベ ン ゼ ン 重 質 接 触 改 質 ガ ソ リ ン を 蒸 留 も し く は 抽
出 す る こ と に よ り 得 ら れ た 、 ト ル エ ン も し く は 炭 素 数 9以 上 の 芳 香 族 を 主 体 と す る 芳 香 族
主 体 接 触 改 質 ガ ソ リ ン を 2～ 50容 量 ％ 、 か つ 上 記 （ ｂ ’ ） ｉ )、 な ら び に
（ ｄ ’ ） リ サ ー チ 法 オ ク タ ン 価 が 93以 上 、 モ ー タ ー 法 オ ク タ ン 価 が 81以 上 、 リ ー ド 蒸 気 圧
が 90ｋ Ｐ ａ 以 上 、 沸 点 範 囲 が 25～ 110℃ の 軽 質 接 触 分 解 ガ ソ リ ン を 5～ 55容 量 ％ 、
を 得 ら れ る 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン が 所 定 の 性 状 と な る よ う に 配 合 し て 本 発 明 の 無 鉛 高
オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン を 製 造 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 上 記 の よ う な 各 基 材 の 配 合 物 に 、
（ ｅ ’ ） ア ル キ レ ー ト を 0～ 40容 量 ％ 、
を さ ら に 配 合 し て 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン を 製 造 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン は 、 上 記 接 触 改 質 ガ ソ リ ン か ら 得 ら れ る ガ ソ リ ン 基
材 を 、 例 え ば 上 記 例 の （ ａ ） ～ （ ｃ ） （ あ る い は （ ａ ’ ） ～ （ ｃ ’ ） ） の う ち 少 な く と も
１ 種 の 留 分 を 必 須 留 分 と し て 含 み 、 合 計 量 が 2～ 60容 量 ％ 、 好 ま し く は 20～ 60容 量 ％ 含 む
。 含 有 量 が 2容 量 ％ 以 上 で あ れ ば 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン の オ ク タ ン 価 を 向 上 で き 、 60
容 量 ％ 以 下 で あ れ ば 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン の 重 質 化 を 防 止 で き る 。
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン は さ ら に 、 エ タ ノ ー ル を 配 合 す る 。 エ タ ノ ー ル の 含
有 量 は 、 ガ ソ リ ン 全 量 に 対 し １ 容 量 ％ 以 上 １ ５ 容 量 ％ 以 下 の 範 囲 に あ り 、 好 ま し く は ３ 容
量 ％ 以 上 １ ５ 容 量 ％ 以 下 で あ る 。 １ 容 量 ％ 以 上 で あ れ ば 、 エ タ ノ ー ル 配 合 に よ る オ ク タ ン
価 向 上 の 利 点 が 得 ら れ 、 １ ５ 容 量 ％ 以 下 と す る こ と で 他 の ガ ソ リ ン 基 材 と の 共 沸 現 象 に よ
り 蒸 発 特 性 が 著 し く 変 化 す る こ と が な く 、 ガ ソ リ ン 自 動 車 の 適 正 な 運 転 性 が 確 保 で き る 。
　 他 の 各 留 分 は 適 宜 選 択 し て 、 得 ら れ る 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン が 所 定 の 性 状 に な る よ
う に 、 各 留 分 の 性 状 等 に 応 じ て そ れ ら の 配 合 量 を 適 宜 設 定 し て 配 合 す る こ と に よ り 本 発 明
の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン は 、 リ サ ー チ 法 オ ク タ ン 価 が 、 97～ 105、 好 ま し く
は 98～ 103、 モ ー タ ー 法 オ ク タ ン 価 が 、 85～ 92、 好 ま し く は 86～ 90で あ る 。 リ サ ー チ 法 オ
ク タ ン 価 が 97～ 105な ら ば 、 い わ ゆ る プ レ ミ ア ム 級 の 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン と し て 高 い 運
転 性 能 を 維 持 す る こ と が 可 能 と な り 、 モ ー タ ー 法 オ ク タ ン 価 が 85～ 92で あ れ ば 高 速 走 行 時
の ア ン チ ノ ッ ク 性 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の リ サ ー チ 法 オ ク タ ン 価 及 び
モ ー タ ー 法 オ ク タ ン 価 は 、 JIS K 2280に 準 拠 し て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン は 、 50容 量 ％ 留 出 温 度 （ T50） が 75～ 110℃ 、
好 ま し く は 85～ 100℃ 、 90容 量 ％ 留 出 温 度 （ T90） が 180℃ 以 下 、 好 ま し く は 110～ 170℃ で
あ る 。 留 出 温 度 が 上 記 範 囲 内 で あ れ ば 、 始 動 性 、 運 転 性 、 加 速 性 に 不 具 合 が 生 じ る 場 合 を
防 ぐ こ と が で き る 。 な お 、 こ れ ら の 蒸 留 性 状 は JIS K 2254に 準 拠 し て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン の リ ー ド 蒸 気 圧 は 、 45～ 93ｋ Ｐ ａ 、 好 ま し く は 66～
75ｋ Ｐ ａ で あ る 。 リ ー ド 蒸 気 圧 を 93ｋ Ｐ ａ 以 下 に す る こ と に よ っ て 蒸 発 ガ ス の 量 を 少 な く
す る こ と が で き 、 45ｋ Ｐ ａ 以 上 と す る こ と で 低 温 始 動 性 、 暖 機 性 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で き
る 。 な お 、 こ の リ ー ド 蒸 気 圧 は 、 JIS K 2258に 準 拠 し て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン は 、 70℃ 留 出 量 （ E70） が 18～ 40容 量 ％ 、 好 ま し く
は 20～ 40容 量 ％ で あ る 。 E70が 上 記 範 囲 内 で あ れ ば 始 動 性 、 運 転 性 、 加 速 性 に 不 具 合 が 生
じ る 場 合 を 防 ぐ こ と が で き る 。 な お 、 こ れ ら の 蒸 留 性 状 は JIS K 2254に 準 拠 し て 測 定 し た
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値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン の 芳 香 族 分 含 有 量 は 、 45容 量 ％ 以 下 、 好 ま し く は 5
～ 45容 量 ％ で あ る 。 こ の 芳 香 族 分 含 有 量 が 45容 量 ％ 以 内 で あ れ ば 、 排 出 ガ ス 中 の 有 害 成 分
の 増 加 を 防 ぐ こ と が で き る 。 な お 、 こ の 芳 香 族 分 含 有 量 は 、 石 油 学 会 法  JPI-5S-33-90（
ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 法 ） に 準 拠 し て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン の オ レ フ ィ ン 分 含 有 量 は 、 30容 量 ％ 以 下 、 好 ま し く
は 5～ 25容 量 ％ で あ る 。 こ の オ レ フ ィ ン 分 含 有 量 が 30容 量 ％ 以 内 で あ れ ば 、 酸 化 安 定 性 の
低 下 を 防 ぐ こ と が で き る 。 な お 、 オ レ フ ィ ン 分 含 有 量 は 、 石 油 学 会 法  JPI-5S-33-90（ ガ
ス ク ロ マ ト グ ラ フ 法 ） に 準 拠 し て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン の ベ ン ゼ ン 含 有 量 は 、 1容 量 ％ 以 下 、 好 ま し く は 0.8
容 量 ％ 以 下 で あ る 。 こ の ベ ン ゼ ン 含 有 量 が 1容 量 ％ 以 内 で あ れ ば 、 大 気 中 の ベ ン ゼ ン 濃 度
の 増 加 を 防 止 し 、 環 境 汚 染 を 低 減 で き る 可 能 性 が あ る 。 な お 、 こ の ベ ン ゼ ン 含 有 量 は 、 石
油 学 会 法 JPI-5S-33-90（ ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 法 ） に 準 拠 し て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン の 硫 黄 分 含 有 量 は 、 10質 量 ppm以 下 、 好 ま し く は 8質
量 ppm以 下 で あ る 。 こ の 硫 黄 分 含 有 量 が 10質 量 ppm以 下 で あ れ ば 、 排 出 ガ ス 浄 化 触 媒 の 能 力
低 下 を 防 止 し 、 排 出 ガ ス 中 の CO、 THCの 濃 度 上 昇 を 防 止 で き る 可 能 性 が あ る 。 な お 、 こ の
硫 黄 分 含 有 量 は 、 JIS K ２ ５ ４ １ に 準 拠 し て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン の 60℃ に お け る 気 液 比 （ V/L） は 、 30～ 70、 好 ま し
く は 30～ 60で あ る 。 こ の V/Lが 30以 上 と す る こ と で 、 良 好 な 始 動 性 を 確 保 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 V/Lを 70以 下 と す る こ と で 、 加 速 性 、 運 転 性 の 不 具 合 が 低 減 で き る 可 能 性 が あ
る 。 な お 、 こ の V/Lは 、 ASTM D 2533-93a に 準 拠 し て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン の 15℃ に お け る 密 度 は 、 0.68～ 0.78g/cm 3 、 好 ま し
く は 0.69～ 0.76 g/ cm 3 で あ る 。 こ の 密 度 が 0.68g/ cm 3 以 上 と す る こ と で 良 好 な 燃 費 を 確
保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 密 度 を 0.78g/ cm 3 以 下 と す る こ と で 高 密 度 の 芳 香 族 分 を 低 減
で き 、 排 出 ガ ス に よ る 大 気 へ の 芳 香 族 排 出 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 密 度 は
、 JIS K 2249に 準 拠 し て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン に お い て 、 炭 素 数 ９ 以 上 の 芳 香 族 分 と 全 芳 香 族 分 の
比 （ 以 下 、 （ Ｃ ９ ＋ Ａ ） ／ Ｔ Ａ と も い う 。 ） は ０ ． ８ ０ 以 下 、 好 ま し く は ０ ． １ ０ ～ ０ ．
８ ０ で あ る 。 炭 素 数 ９ 以 上 の 芳 香 族 分 と 全 芳 香 族 分 の 比 が ０ ． ８ ０ 以 下 な ら ば 、 プ ラ グ の
対 く す ぶ り 性 の 低 下 を 防 止 で き る 可 能 性 が あ る の で 好 ま し い 。 な お 、 こ の 芳 香 族 分 含 有 量
は 、 石 油 学 会 法 JPI-5S-33-90（ ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 法 ） に 準 拠 し て 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン に は 、 ポ リ エ ー テ ル ア ミ ン 、 ポ リ ア ル キ ル ア ミ ン 、
ポ リ イ ソ ブ テ ン ア ミ ン 、 コ ハ ク 酸 イ ミ ド 等 の 清 浄 剤 を 添 加 す る 。 添 加 量 は 50～ 1000質 量 pp
m、 好 ま し く は 100～ 500質 量 ppmで あ る 。 添 加 量 が 50質 量 ppm以 上 な ら ば IVDの 増 加 を 防 ぐ こ
と が で き 、 1000質 量 ppm以 内 な ら ば CCDの 増 加 を 防 ぐ こ と が で き る 。 清 浄 剤 を 上 記 一 定 量 添
加 す れ ば 、 上 記 本 発 明 で 用 い る 接 触 改 質 ガ ソ リ ン の エ ン ジ ン 内 デ ポ ジ ッ ト の 生 成 抑 制 効 果
と 相 ま っ て 、 CCDの 生 成 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン に は 、 更 に 必 要 に 応 じ て 、 各 種 の 添 加 剤 を 適 宜 配 合
す る こ と が 出 来 る 。 こ の よ う な 添 加 剤 と し て は 、 フ ェ ノ ー ル 系 、 ア ミ ン 系 等 の 酸 化 防 止 剤
、 チ オ ア ミ ド 化 合 物 等 の 金 属 不 活 性 剤 、 有 機 リ ン 系 化 合 物 等 の 表 面 着 火 防 止 剤 、 長 鎖 ア ル
キ ル ア ミ ン 、 ア ミ ド 、 イ ミ ド 及 び そ の 誘 導 体 等 の 摩 擦 調 整 剤 （ FM） 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び
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そ の エ ー テ ル 等 の 氷 結 防 止 剤 、 有 機 酸 の ア ル カ リ 金 属 や ア ル カ リ 土 類 金 属 塩 、 高 級 ア ル コ
ー ル の 硫 酸 エ ス テ ル 等 の 助 燃 剤 、 ア ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 、 カ チ オ ン 系 界 面 活 性 剤 、 両 性 界
面 活 性 剤 等 の 帯 電 防 止 剤 、 ア ル ケ ニ ル 琥 珀 酸 エ ス テ ル 等 の 錆 止 め 剤 、 及 び ア ゾ 染 料 等 の 着
色 剤 等 、 公 知 の 燃 料 添 加 剤 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら を 1種 又 は 数 種 組 み 合 せ て 添 加 す る こ と
が 出 来 る 。 こ れ ら 燃 料 添 加 剤 の 添 加 量 は 任 意 で あ る が 、 通 常 、 そ の 合 計 添 加 量 が 0.1質 量
％ 以 下 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 内 容 を 実 施 例 及 び 比 較 例 に よ り 更 に 詳 し く 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら
に よ っ て 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 実 施 例 、 比 較 例
　 表 1に 脱 硫 重 質 ナ フ サ の 性 状 を 示 し 、 表 2に 該 脱 硫 重 質 ナ フ サ を 接 触 改 質 処 理 し て 得 た 接
触 改 質 ガ ソ リ ン の 性 状 を 示 し た 。 表 1、 2に お い て 、 脱 硫 重 質 ナ フ サ α お よ び こ れ か ら 得 ら
れ た 接 触 改 質 ガ ソ リ ン 1は 、 本 発 明 の 性 状 を 満 た す も の で あ る 。 一 方 脱 硫 重 質 ナ フ サ β お
よ び こ れ か ら 得 ら れ た 接 触 改 質 ガ ソ リ ン 2は 本 発 明 の 性 状 を 逸 脱 す る も の で あ る 。
　 そ し て 、 表 3、 4に 、 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン の 製 造 に 用 い た ガ ソ リ ン 基 材 の 性 状 及 び
組 成 並 び に 名 称 を 示 し た 。 そ し て 、 表 3、 4に 示 す 各 ガ ソ リ ン 基 材 等 を 表 5に 示 す 割 合 で 混
合 し て 、 無 鉛 高 オ ク タ ン 価 ガ ソ リ ン を 製 造 し 、 以 下 に 述 べ る 各 種 性 能 評 価 試 験 を 行 っ た 。
　 な お 、 表 中 の 密 度 は  JIS K 2249、 芳 香 族 分 、 オ レ フ ィ ン 分 及 び ベ ン ゼ ン 含 有 量 は 石 油
学 会 法  JPI -5S-33-90 (ガ ス ク ロ マ ト 法 )に よ り 測 定 し た 。 ま た 、 清 浄 剤 と し て は ポ リ イ
ソ ブ テ ン ア ミ ン 系 清 浄 剤 を 用 い た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 吸 気 弁 デ ポ ジ ッ ト （ IVD） 試 験 及 び 燃 焼 室 内 部 デ ポ ジ ッ ト （ CCD） 試 験 を 、 排 気 量 2.5L、
マ ル チ ポ イ ン ト イ ン ジ ェ ク シ ョ ン （ MPI） 方 式 の 車 両 を 用 い 、 シ ャ シ ー ダ イ ナ モ に お い て
、 60－ 100km/hの 加 減 速 × 1,500サ イ ク ル （ 8,000km走 行 ） の 条 件 で 行 っ た 。 そ の 方 法 を 以
下 に 記 し 、 結 果 を 表 ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ IVD試 験 ）
　 運 転 前 後 の 吸 気 弁 重 量 を 秤 量 す る こ と に よ り 得 ら れ る 、 吸 気 弁 に 付 着 し た デ ポ ジ ッ ト （
IVD） 重 量 及 び IVD評 点 （ Rating： CRC No.16） に よ り 評 価 し た 。 な お 、 こ の Rating値 は 、
数 値 が 大 き い 方 が 、 IVD量 が 少 な い こ と を 示 す 。
　 （ CCD試 験 ）
　 IVD試 験 後 、 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド 及 び ピ ス ト ン ト ッ プ に 付 着 し た デ ポ ジ ッ ト （ CCD） を 採 取
、 秤 量 す る こ と に よ っ て 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ プ ラ グ の く す ぶ り 性 試 験 ）
　 総 排 気 量 ２ Ｌ 、 Ｍ Ｐ Ｉ 方 式 、 オ ー ト マ チ ッ ク ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン （ Ａ Ｔ ） の 車 両 を 用 い
、 － １ ０ ℃ の 試 験 温 度 条 件 で 、 １ サ イ ク ル 約 ３ ０ 分 （ エ ン ジ ン 始 動 ⇒ １ ０ － ２ ０ ｋ ｍ ／ ｈ
の 加 減 速 を １ ０ 回 繰 り 返 し ⇒ ２ ８ 分 間 冷 却 ） の 繰 返 し 試 験 を 行 い 、 そ の プ ラ グ の 絶 縁 抵 抗
を 測 定 す る こ と に よ り プ ラ グ の 汚 損 度 を 測 定 し た 。 な お 、 プ ラ グ の く す ぶ り は 、 プ ラ グ の
絶 縁 抵 抗 値 が １ ０ ０ Ｍ Ω 以 下 で 発 生 し た と 判 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ 排 出 ガ ス 試 験 ）
　 排 出 ガ ス 試 験 は 、 国 産 乗 用 車 （ 総 排 気 量 2 L、 MPI方 式 、 オ ー ト マ チ ッ ク ト ラ ン ス ミ ッ シ
ョ ン （ AT） 、 三 元 触 媒 装 着 ） を 用 い て 、 シ ャ シ ー ダ イ ナ モ に お い て 、 ６ ０ － １ ０ ０ km/hの
加 減 速 × １ ,５ ０ ０ サ イ ク ル （ ８ ,０ ０ ０ km） 走 行 の 後 、 11モ ー ド で の 排 出 ガ ス 試 験 を 行 い
、 一 酸 化 炭 素 （ CO） 、 全 炭 化 水 素 （ THC） を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ４ 】
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 実 施 例 で 具 体 的 に 示 す よ う に 、 特 に 吸 気 弁 へ の デ ポ ジ ッ ト の 付 着 が 抑 制 さ れ て い る 。 し
た が っ て 本 発 明 は 、 高 オ ク タ ン 価 基 材 と し て 重 質 な 接 触 改 質 ガ ソ リ ン を 用 い つ つ も 、 エ ン
ジ ン 内 部 の 清 浄 性 に 優 れ 、 大 気 環 境 の 保 全 が 図 れ る も の で あ る 。

10

20

(10) JP 2007-246743 A 2007.9.27



フロントページの続き

(72)発明者  保泉　明
            埼玉県幸手市権現堂１１３４－２　コスモ石油株式会社中央研究所内
(72)発明者  田中　重行
            埼玉県幸手市権現堂１１３４－２　コスモ石油株式会社中央研究所内
Ｆターム(参考) 4H013 CD02 
　　　　 　　  4H029 CA00  DA00  DA07 

(11) JP 2007-246743 A 2007.9.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	overflow

